
論
語 

予
習
プ
リ
ン
ト 

① 

○
 

次
の
訓
読
文
に
、
読
む
順
番
を
数
字
で
書
き
入
れ
よ
う
。 

（
例
）（ 
１ 

２ 
 

 

３ 
×

 

４ 

６ 

５ 

、
９ 

７ 

８ 
 

 
 

  

） 

 

子 

曰 
、「
学 

而 

時 

習 

之 

、
不 

亦 

説 
 

 

乎
。 

  

（ 

６ 
１ 

４ 

２ 

３ 

５ 

、
９ 

 

７ 

８ 
 

 
 

） 

  
 

 
 

 
  

 
 

 

有 

朋 

自 
遠 

方 

来 

、
不 

亦 

楽 
 

 

乎
。 

  

（ 

１ 
 

３ 
 

２ 
 ×

 

５ 
４ 

、
９ 

６ 

７ 

８ 
 

 
 

） 

 
 

 
 

 
 

  
 

人 

不 
 

知 

而 

不 

慍 
、
不 

亦 

君 

子 
 

乎
。」 

  

（ 

１ 

２ 
 

 

４ 
 

３ 
 ×

 

６ 
 

５ 

、  
 

７ 

９ 

８ ×
 

） 

 

子 

曰 

、「
温  

故 
 

而 

知 
 

新 
 

、
可  

以 

為 
師 

矣
。」 

  

（ 

１ 

２ 
 

 

３ 
×

 

５ 
 

４ 

６ 
 

７
。 

１ 
×

 

３ 
 

２ 
４ 
５ 

） 

 

子 

曰 

、
「
学 

而 

不 
 

思 

則 
 

罔
。 

思 

而 

不 
 

学 

則 

殆
。
」 

  

（ 

１ 

２ 
 

４ 

３ 

５
、 

 
 

９ 

７ 

６ 

８ 
 

） 

 

子 

曰 

、「
知 

之 

者
、 

不 

如 

好 

之 

者
。 

  

（ 
 

２ 
 

１ 

３
、 

８ 

７ 

５ 
 

４ 

６ 

） 

 

好 

之 

者
、 

不 

如 

楽 
 

之 

者
。」 

   

10 

ビ
テ 

ニ 

ヲ 

フ 

バ
シ
カ
ラ 

ず 

 

ま
た 

や 

リ 
リ 

タ
ル 

シ
カ
ラ 

ず 

 

ず 

 

ざ
レ
バ 

 

ず 

 

ず 

 

ナ
ラ 

ま
た ま

た 

や 

や 

ず
シ
テ 

 

ず 

 

ラ 

 

ミ 

 

ハ
ク 

 
ハ
ク 

 

ハ
ク 

 

ハ
ク 

 

メ
テ 

 

キ
ヲ 

 

レ
バ 

 

シ
キ
ヲ 

 

シ
ト 

 

テ 

 

ル 

 

ビ
テ 

 

ハ 

 

チ 

 

シ 

 

ざ
レ
バ 

 

ヒ
テ 

 

バ 

 

チ 

 

シ
ト 

 

ル 

 

ヲ 

ヲ 

ヲ 

ヲ 

ハ ハ 

ム 

カ 

ム 

ニ 

ニ 

カ 

シ
ム 

一 

二 

レ 

二 

一 

下 

上 

二 

一 

レ 

レ 
二 

一 

レ 

レ 

レ 一 

二 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

二 

一 

レ 

レ 

レ 

二 

一 
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論
語 

予
習
プ
リ
ン
ト 

② 

○
 

次
の
訓
読
文
を
書
き
下
し
文
に
し
ま
し
ょ
う
。 

   

子 

曰 

、「
学 
而 

時 

習 

之 

、
不 

亦 

説 
 

 

乎
。 

     

有 

朋 

自 

遠 

方 

来 

、
不 
亦 

楽 
 

 

乎
。 

    
 

 
 

 
 

  
 

人 

不 
 

知 

而 

不 

慍 

、
不 

亦 

君 

子 
 

乎
。」 

  

 

 

子 

曰 

、「
温  

故 
 

而 

知 
 

新 
 

、
可  

以  

為 

師 

矣
。」 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

子 

曰 

、「
学 

而 

不 
 

思 

則 
 

罔
。 

思 

而 

不  

学 

則 

殆
。」 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

子 

曰 

、「
知 

之 

者
、 

不 

如 

好 

之 

者
。 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

好 

之 

者
、 

不 

如 

楽 
 

之 

者
。」 

 ☆

教
科
書
３
３
～
３
４
ペ
ー
ジ
で
正
し
い
書
き
方
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

ビ
テ 

ニ 

ヲ 

フ 

バ
シ
カ
ラ 

ず 

 

ま
た 

や 

リ 

よ
リ 

タ
ル 

シ
カ
ラ 

ず 

 ず 

 

ざ
レ
バ 

 

ず 

 

ず 

 

ナ
ラ 

ま
た 

ま
た 

や 

や 

ず
シ
テ 

 

ず 

 

ラ 

 

ミ 

 

ハ
ク 

 ハ
ク 

 

ハ
ク 

 

ハ
ク 

 

メ
テ 

 

キ
ヲ 

 

レ
バ 

 

シ
キ
ヲ 

 

シ
ト 

 

テ 

 

た
ル 

 

ビ
テ 

 

ハ 

 

チ 

 

シ 

 

ざ
レ
バ 

 

ヒ
テ 

 

バ 

 

チ 

 

シ
ト 

 

ル 

 

ヲ 

ヲ 

ヲ 

ヲ 

ハ 

ハ 

ム 

し
カ 

ム 

ニ 

ニ 

し
カ 

シ
ム 

一 

二 

レ 

二 

一 

下 

上 

二 

一 

レ 

レ 

二 

一 

レ 

レ 

レ 一 

二 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

二 

一 

二 

一 

レ 

レ 

レ 
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子
曰
は
く
、「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
ま
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。 

朋
遠
方
よ
り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。 

人
知
ら
ず
し
て
慍
み
ず
、
ま
た
君
子
な
ら
ず
や
。」
と
。 

子
曰
は
く
、
「
故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て
師
た
る
べ
し
。」
と
。 

子
曰
は
く
、
「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
。
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
。
」
と
。 

子
曰
は
く
、「
こ
れ
を
知
る
者
は
、
こ
れ
を
好
む
者
に
し
か
ず
。 

こ
れ
を
好
む
者
は
、
こ
れ
を
楽
し
む
者
に
し
か
ず
。
」
と
。 



論
語 

予
習
プ
リ
ン
ト 

③ 

○
 

書
き
下
し
文
を
三
回
音
読
し
、
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
 

便
覧
２
１
２
ペ
ー
ジ
を
読
み
、
「
論
語
」
の
現
代
口
語
訳
を
書
き
写
し
ま
し
ょ
う
。 

    

①
子
曰
く
、
「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
、
ま
た
喜
ば
し
か
ら
ず
や
。 

 

   

朋
遠
方
よ
り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。 

 

   

人
知
ら
ず
し
て
慍
み
ず
、
ま
た
君
子
な
ら
ず
や
。」
と
。 

    

②
子
曰
く
、
「
故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て
師
た
る
べ
し
。」
と
。 

    

③
子
曰
く
、「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
。
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
。
」
と
。 

   

④
子
曰
く
、
「
こ
れ
を
知
る
者
は
、
こ
れ
を
好
む
者
に
し
か
ず
。 

   

こ
れ
を
好
む
者
は
、
こ
れ
を
楽
し
む
者
に
し
か
ず
。
」 

意
味
の
分
か
ら
な
い
語
句
は
辞
書
で
調
べ
る
こ
と
。 
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孔
子
は
言
っ
た
「
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
適
切
な
と
き
に
繰
り
返
し
復
習
す
る
と
、
理
解

が
深
ま
っ
て
な
ん
と
喜
ば
し
い
こ
と
か
。 

共
に
学
ん
だ
友
人
が
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
る
の
は
、 

な
ん
と
楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

人
が
自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
と
言
っ
て
不
平
不
満
を
言
わ
ず
、
常
に
道
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
人
は
本
当
の
君
主
な
の
で
は
な
い
か
。」
と
。 

孔
子
は
言
っ
た
「
先
人
の
知
識
や
歴
史
を
学
び
き
わ
め
て
、
そ
こ
か
ら
現
在
に
ふ
さ
わ
し
い
意
義

が
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
の
師
と
な
る
資
格
が
あ
る
の
だ
。」
と
。 

孔
子
は
言
っ
た
「
学
ぶ
だ
け
で
自
分
で
考
え
な
い
と
、
も
の
の
道
理
は
明
確
に
は
な
ら
な
い
。
自

分
で
考
え
る
だ
け
で
学
ぶ
こ
と
を
し
な
い
と
、
ひ
と
り
よ
が
り
の
考
え
に
な
っ
て
危
険
だ
」
と
。 

孔
子
は
言
っ
た
「
知
っ
て
い
る
と
い
う
者
で
は
、
こ
れ
を
愛
好
す
る
者
に
は
及
ば
な
い
。 

愛
好
す
る
者
は
、
こ
れ
を
楽
し
む
者
に
は
及
ば
な
い
」
と
。 

知識だけではそれを好き

な人にはかなわない。好

きなだけではそれを楽し

んでいる人にはかなわな

い。 

温
故
知
新
の
も
と

に
な
っ
た
言
葉 

学ぶ＝教えてもらう 

習ふ＝復習する 

思ふ＝自分で考える 


